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コロナ禍の中で 新たな活動の実施 
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地域で子どもを育てる「みえじっ子応援塾」 

（美江寺自治会）…P８ 

子ども・もりもり学習サロン  

－学習を支援する自治会活動－   （森自治会）…Ｐ１３ 
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新型コロナウイルス感染症の第３波の状況の中、感染症対策には十分努める

ことを条件に、今回で３回目となる事業報告会の開催を決めました。それは、今

後も続くであろう「コロナとともに生きる社会」においても、地域コミュニティ

の力は重要だからです。 

令和２年度は、コロナの影響を受け、自治会や校区の事業の多くは、中止をせ

ざるを得ない状況となり、地域コミュニティにとっても危機的状況の一年でし

た。しかし、この感染症という災害に見舞われたような状況下において、新たに

発生した地域課題に、地域コミュニティの力で、新たな手段で立ち向かう自治会

の活動がありました。 

本日の報告事例から、コロナに立ち向かう地域コミュニティの力を感じてい

ただきたいと思います。地域のみなさんの地域への思いが積み重なって実現し

た事例です。これらの活動を通じて生まれた地域の絆は、決してコロナにも負け

ません。 

本日の事業報告会が、「コロナと共に生きる社会」において、地域コミュニテ

ィの意義や、地域のつながりの重要さを、改めて考えていただく機会になれば幸

いです。 
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1

活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、

支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域

の
基
盤
と
な
る
つ
な
が
り
を

深
め
・
広
げ
、
人
を
育
て
る

十
九
条
中
自
治
会

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
、

新
た

な
活

動
の

実
施

P２

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
⇒
活
動
が
中
止

社
会
的
な
孤
立
の
一
層
の
深
刻
化
・
ス
ト
レ
ス

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
不
安
定
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
力

つ
な
が
り
の
実
感
は
幸
福
感
を
高
め
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

人
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
落
ち
込
ん
だ
気
分
か
ら
の
解
放

「
小
さ
な
幸
せ
見
つ
け
た
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
写
真
展

P3

①
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
な
か
で

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
た
場
面
を
ス
マ
ホ
で
撮
影

②
応
募
資
格
は
中
自
治
会
内
に
在
住
の
小
学
生
以
上

③
写
真
は
メ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
で
実
行
委
員
会
に
応
募

実
行
委
員
は
、
68
歳
の
高
齢
者
と
高
校
生
、
大
学
生
＜
多
世
代
集
団
＞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
75
歳
の
高
齢
者
と
小
６
と
中
1

⇒
気
軽
に
参
加
で
で
き
る
・
イ
ン
ス
タ
映
え
・
写
真
の
撮
り
方
⇒
こ
め
た
思
い
を
大
切
に

⇒
多
世
代
交
流

⇒
自
治
会
活
動
も
Ｉ
Ｔ
化
・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を
想
定
し
て
、
活
動
形
態
の
工
夫

ね
ら

い
；

コ
ロ

ナ
禍

の
中

支
え

合
い

、
助

け
合

う
地

域
の

基
盤

と
な

る
地

域
住

民
の

つ
な

が
り

を
強

め
、

幸
せ

な
気

分
を

共
有

す
る

P4

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
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2

★
⽇
時
；
令
和
2年

10
⽉
18
⽇
午
後
2時

〜
4時

場
所
；
北
部
防
災
セ
ンタ

ー
★
応
募
⽬
標
20
点
⇒
43
点
が
集
まる

応
募
者
；
6歳

〜
79
歳
多
世
代
が
応
募

「
小
さ
な
幸
せ
見
つ
け
た
」
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
写
真
展

★
写
真
展
に7
0名

が
参
観
し、
審
査
員
とな

って
『幸

せ
大
賞
』投

票

入
口
で

コロ
ナ対

策
検
温
・消

毒

家
族
で
参
観

写
真
を見

な
が
ら、
楽

しい
会
話

高
校
生
の
実
行
委
員
と

中
学
生
スタ

ッフ
で
受
付

中
学
生
スタ

ッフ
が
サ

ポ
ート

P5

コ
ロ

ナ
社

会
の

中
で

の
新

し
い

取
り

組
み

で
た

い
へ

ん
ス

テ
キ

な
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
。

出
品

さ
れ

た
写

真
も

、
美

し
い

写
真

、
楽

し
い

写
真

、
か

わ
い

い
写

真
な

ど
見

せ
て

も
ら

う
方

も
心

が
ほ

っ
こ

り
す

る
も

の
ば

か
り

で
し

た
。

そ
の

中
で

も
、

地
域

の
中

で
の

子
ど

も
の

姿
が

私
に

は
特

に
ひ

び
き

ま
し

た
。

や
っ

ぱ
り

、
自

分
も

母
と

し
て

、
子

ど
も

た
ち

の
幸

せ
を

一
番

願
う

か
ら

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

ス
テ

キ
な

時
間

を
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

自
治

会
の

思
い

も
一

緒
で

す
。

感
想

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

「
小
さ
な
幸
せ
見
つ
け
た
」
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
写
真
展

感
想

P6

活
動
を
継

続
し
な
け
れ
ば

支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
の
基

盤
と
な
る

つ
な
が
り
が
維
持
で
き
な
い
地
域
の
特
性

P7

こ
こ
か
ら
の

流
れ

１
．
十

九
条

中
自
治
会
の
特
性

２
．
課
題
の
明
確
化

３
．
子
ど
も
を
核
と
し
て
（
小
学
生
の
つ
ど
い
）

４
．
活
動
の
工
夫

５
．
活
動
の
継
続
が
組
織
と
人
材
を
育
て
る

６
．
実
践
を
通
し
て

7．
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

P8
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十
九
条
中
自
治
会
の
特
性

平
成
20
年
4月

十
九
条
自
治
会
が
3分

割
し
て
誕
生

平
成
30
年
4月

会
員
数
18
7⼾

子
ど
も
人
⼝
16
3人

令
和

2年
4月

会
員
数
21
1⼾

子
ど
も
人
⼝
16
5人

高
齢
化
率
；
中
自
治
会
12
.2
8

＜
瑞
穂
市
平
均
21
.2
7＞

子
ど
も
率
；
中
自
治
会
19
.0
6

＜
瑞
穂
市
平
均
15
.8
2＞

P9

世
帯

主
の

年
齢

構
成

平
均

年
齢

は
約

５
２
歳

５
０
歳

未
満

は
４
７
％

と
比

較
的

若
い

P1
0

十
九
条
中
自
治
会
の
実
態
を
も
と
に
課
題
の
明
確
化

中
自
治
会
在
住
の
小
学
生
は
校
区
の
牛
牧
小
と
南
小

に
通
学

〃
中
学
生
は
校
区
の
穂
積
中
と
巣
南
中
に
通
学

１
．
つ
な
が
り
が
少
な
い

・
他
地
域
か
ら
の
転
入
者
が
多
い
⇒
第
一
世
代
地
域
や
相
互
の
つ
な
が
り
が
弱
い

・
新
た
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
転
居
⇒
こ
の
地
を
新
た
な
故
郷
に

・
共
稼
ぎ
が
多
く
多
忙

働
き
盛
り
⇒
自
治
会
活
動
へ
の
関
心
が
低
い

・
夫
婦
と
子
ど
も
家
族

子
育
て
期
⇒
子
育
て
や
教
育
へ
の
関
心
が
高
い

２
．
地
域
の
つ
な
が
り
を
支
え
る
学
校

・
「
学
校
」
＝
住
⺠
相
互
の
つ
な
が
り
や
知
り
合
い
の
キ
ー

・
子
ど
も
が
同
じ
学
校
に
通
学
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
保
護
者
の
つ
な
が
り

P1
1

地
域

課
題
を
解

決
す
る
た
め
に

住
民

相
互

の
つ
な
が

り
を
強

め
る
活

動
を

ど
の

よ
う
に
展

開
し
た
の

か

P１
２
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原
点
と
な
っ
た
活
動
＜
子
ど
も
を
核
と
し
て
＞

二
つ
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

隣
に
住
む
全
く
知
ら
な
い
同
級
生

＜
大
人
に
な
っ
て
も
同
じ
学
校
に
通
学
し
た
と
い
う
つ
な
が
り
が
な
い
＞

地
域
の
住
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
機
会
が
奪
わ
れ
て
い
る

＜
地
域
の
子
ど
も
の
問
題
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
に
く
い
＞

平
成
30
年

自
治
会
主
催
「
小
学
生
の
つ
ど
い
」
・
・
小
学
生
が
学
校
の
枠
を
超
え
て
交
流

現
実
が
生
み
出
す
危
機
を
、
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
自
治
会
だ
よ
り
等
で
発
信

担
い
手
不
足
は
参
加
者
の
保
護
者
・
家
族

平
成
30
年
12
月
第
1回

小
学
生
の
つ
ど
い
開
催

⇒
令
和
1年

第
3回

2月
16
日

小
学
生
23
人
参
加

小
学
生

37
人

保
護
者

8人
大
学
生

1人

P1
3

こ
の

よ
う

な
会

を
計

画
し

て
い

た
だ

い
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

南
小

に
通

わ
せ

て
い

た
め

、
近

所
に

同
年

代
の

知
り

合
い

が
い

な
く

、
子

ど
も

も
参

加
に

不
安

を
感

じ
て

い
ま

し
た

が
、

今
日

参
加

し
て

み
て

、
楽

し
そ

う
に

し
て

い
る

様
子

を
み

て
安

心
し

ま
し

た
。

今
後

も
ぜ

ひ
続

け
て

い
た

だ
け

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

今
回

参
加

で
き

な
か

っ
た

子
も

い
る

の
で

声
を

か
け

て
み

ま
す

。

令
和

1年
末

ま
で

、
年

間
3回

、
継

続
的

に
実

施
し

、
活

動
支

援
と

し
て

、
保

護
者

に
参

加
し

て
い

た
だ

い
た

り
、

中
学

生
の

参
加

へ
と

拡
大

し
た

り
し

て
い

き
ま

し
た

。

「
小
学
生
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て

感
想

P1
4

・
地
域
の
小
中
学
生
と
地
域
の
大
人
、
相
互
に
知
り
合
い
に
な
る
イ
ベ
ン
ト

・
事
前
に
「
小
学
生
の
つ
ど
い
」
で
盆
踊
り
練
習
会

・
東
自
治
会
と
も
連
携

・
か
き
氷
・
冷
や
そ
う
め
ん
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
等

バ
ザ
ー

・
ス
タ
ッ
フ
は
自
治
会
役
員

＋
自
治
会
だ
よ
り
で
募
集

＜
15
人
＞

令
和

1年
7月

21
日

午
前

防
災

セ
ン

タ
ー

「ミ
ニ
盆

踊
り

」自
治

会
夏
祭

り

活
動
の
工
夫
・
改
善
１

P1
5

P1
6
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5

・
令
和
1年

9月
15
日

十
九
条
の
3自

治
会
開
催
か
ら
対
象
者
増
加
か
ら
2会

場
開
催

中
自
治
会
は
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催

対
象
者
2自

治
会

19
人

↓
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
人
・
中
学
生
2人

・
実
施
方
法
の
改
善

高
齢
者
の
会
⇒
「
小
学
生
の
つ
ど
い
」
に
参
加
す
る
小
学
生
を
中
心
に
募
集

多
世
代
交
流
の
場

運
営
は
自
治
会
役
員
⇒
「
夏
祭
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た
」
中
学
生

家
族
同
伴
の
参
加

参
加
し
に
く
い
対
象
者
を
参
加
し
や
す
く
す
る

多
世
代
の
交
流
の
場
と
し
て
敬
老
祝
賀
会

活
動
の
工
夫
・
改
善
２

P1
7

「と
て

も
楽

し
い

会
で

し
た

。
交

流
会

で
は

、
い

ろ
い

ろ
な

話
が

で
き

ま
し

た
。

戦
争

の
話

を
聞

け
、

教
科

書
で

は
学

べ
な

い
貴

重
な

経
験

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
笑

顔
で

話
さ

れ
る

姿
に

、
私

ま
で

元
気

を
も

ら
い

ま
し

た
。

あ
っ

と
い

う
間

の
時

間
で

し
た

。
こ

の
よ

う
な

小
中

学
生

の
イ

ベ
ン

ト
を

増
や

し
て

ほ
し

い
で

す
。

」

こ
れ

を
書

い
た

中
学

生
は

、
現

在
、

高
校

生
と

し
て

実
行

委
員

会
の

メ
ン

バ
ー

と
し

て
活

躍
し

て
い

ま
す

。

「
多
世
代
の
交
流
の
場
と
し
て
敬
老
祝
賀
会
」

感
想

P1
8

小
学
生
の
つ
ど
い
の
実
施
＜
や
っ
て
み
る
＞

平
成
30
年
度

↓
小
学
生
の
つ
ど
い
の
継
続
化
＜
参
加
者
の
定
着
＞
⇒
保
護
者
の
協
力
依
頼
＜
で
き
る
人
手
伝
っ
て
＞

↓
子
ど
も
を
中
心
に
し
た
地
域
の
お
祭
り
に
発
展

令
和
1年

度
↓

自
治
会
役
員
が
中
心

小
学
生
の
つ
ど
い
で
つ
な
が
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

多
世
代
交
流
の
敬
老
祝
賀
会

小
学
生
の
つ
ど
い
の
参
加
者
と
高
齢
者
の
連
携

活
動
の
担
い
手
の
育
成
・
・
・
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
2年

度
・
・
・
活
動
の
継
続
化
＜
自
治
会
役
員
は
2年

で
交
代
＞

自
治
会
の
組
織
に
実
行
委
員
会
を
位
置
づ
け
る

実
行
委
員
⻑
は
前
自
治
会
⻑
が
就
任

実
行
委
員
⻑
が
活
動
を
継
続
す
る

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
治
会
⻑
・
前
自
治
会
役
員
・
昨
年
活
躍
し
た
高
校
生

実
行
委
員
⻑
が
、
研
修
会
で
一
本
釣
り
を
し
た
大
学
生

活
動
の
継
続
が
組
織
と
人
材
を
育
て
る

P1
9

実
行
委
員

川
合
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

P2
0
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実
践
を
通
し
て

▶
例
年
通
り
の
発
想
か
ら
一
改
善
一
工
夫
の
発
想

▶
地
域
課
題
が
あ
る
か
ら
活
動
が
深
化
・
発
展

▶
成
果
は
、
人
の
つ
な
が
り
の
広
が
り

地
域
活
動
を
担
う
若
い
世
代
の
増
加

P2
1

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

P2
2

十
九

条
中
自

治
会

の
規
約

第
１
条

自
治

会
活

動
の

基
本

と
な
る
こ
と
は

、
十

九
条

中
自

治
会

規
約

第
１
条

で
す
。

こ
の

中
の

主
旨

は
以

下
の

２
点

１
点

目
は

、
地

域
の

皆
さ
ん
の

安
心

・
安

全
の

確
保

と
向

上
２
点

目
は

、
地

域
の

皆
さ
ん
と
の

協
調

、
相

互
扶

助
の

向
上

1
点

目
の

安
心

・
安

全
な
地

域
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は

、
皆

さ
ん
か

ら
の

い
ろ
い
ろ
な
要

望
な
ど
の

集
約

を
行

い
、
自

治
会

役
員

が
主

体
と
な
っ
て
市

、
区

な
ど
と
協

力
し
て
進

め
て
参

り
ま
す
。

２
点

目
の

協
調

、
相

互
扶

助
に
つ
き
ま
し
て
は

、
自

治
会

の
中

の
組

織
と
し
て
実

行
委

員
会

で
行

い
、
主

に
会

員
相

互
の

絆
を
深

め
る
活

動
（
夏

祭
り
、
敬

老
会

な
ど
）
を
実

行
委

員
を
募

り
、
実

際
に
活

動
す
る
組

織
と
し
ま
す
。
会

員
様

の
自

治
会

へ
の

参
加

、
協

力
を
得

る
こ
と
で
自

治
会

活
動

の
活

性
化

を
図

る
こ
と
が

出
来

る
と
考

え
ま
す
。

１
点

目
は

、
地

域
の

皆
さ
ん
の

安
心

・
安

全
の

確
保

と
向

上
は

、
自

治
会

役
員

の
主

な
仕

事
、

２
点

目
は

、
地

域
の

皆
さ
ん
と
の

協
調

、
相

互
扶

助
の

向
上

は
、
実

行
委

員
会

の
主

な
仕

事
自

治
会

、
実

行
委

員
会

が
両

輪
と
な
り
自

治
会

活
動

を
今

後
も
進

め
て
参

り
ま
す
。

ご
清
聴

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

P2
3
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 令和２年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO. 2

【活動主体】

【テーマ】

新型コロナウイル感染症のため、約3か月に及んだ家庭学習の期間で、子どもたちは、
学⼒格差等の不安を抱える状況にある。そんな子どもたちを、地域で⾒守り⽀援するこ
と。

美江寺公⺠館を会場に、中⼩学校へ通う美江寺⾃治会の児童を対象に実施ということで
始めました。子どもたちは、⾃分の苦手な教科を中心に⾃分のペースで学習をします。
サポートが必要な時は、「みえじっ子応援塾」代表の⼾⽥さんをはじめ、⾃治会⻑、⺠
生委員や学生ボランティアなど、地域のスタッフが⽀えます。

【活動の広がり】
 美江寺⾃治会の⼩学生→中⼩学校の児童→中⼩学校区の⼩学生・中学生
 学習⽀援→子どもの居場所→世代を越えた居場所

夏休みの期間に限定して始めましたが、子どもたちから延⻑の希望があり、毎週⼟曜⽇の午
前中に引き続き開催しています。毎回たくさんの子どもたちが参加してくれます。子どもた
ちの頑張っている様子からは元気がもらえますし、いろいろな子どもの様子が分かります。
地域の大人のみなさんも、子どもたちと一緒に、楽しく学習したり遊んだりと世代を越えた
地域のつながりがどんどん広がっていきます。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】

「みえじっ子応援塾」の当初の目的は「学習⽀援」でしたが、活動が進むにつれて、⾃由活
動を取り⼊れ「子どもたちの居場所」づくりを意識しています。地域の世代を越えたつなが
りの中で、子どもたちが「⾃ら考えること」や「友を大切にする心・思いやる⾏動」などを
経験し、学んでくれるといいと思っています。今後も美江寺公⺠館を「子どもたちの居場
所」「世代を越えた地域の居場所」として集ってもらえる場所として活用していきたいと思
います。

地域で子どもを育てる「みえじっ子応援塾」

美江寺⾃治会

令和2年6月29⽇〜8月7⽇の月・⽔・⾦ 16︓00〜18︓00
    ８月13⽇・14⽇・17⽇・18⽇ 9︓00〜12︓00
    10月3⽇〜12月19⽇の毎週⼟曜⽇ 8︓50〜11︓50

●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】
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1

地
域

で
子

ど
も

を
育

て
る

美
江

寺
⾃

治
会

⻑
⽮

野
雅

敏

１
．

目
的

コ
ロ

ナ
に

よ
り

３
月

〜
５

月
ま

で
の

約
３

か
月

の
⻑

期
の

休
校

。
子

ど
も

た
ち

は
、

こ
の

期
間

、
家

庭
学

習
と

な
り

、
学

⼒
格

差
等

の
不

安
を

抱
え

る
状

況
。

子
ど

も
た

ち
を

、
地

域
で

⾒
守

り
⽀

援
す

る
こ

と
。

２
．

事
業

概
要

美
江

寺
⾃

治
会

の
有

志
が

、
美

江
寺

公
⺠

館
を

会
場

に
、

子
ど

も
の

学
習

の
遅

れ
を

取
り

戻
す

た
め

に
個

別
指

導
の

塾
を

開
催

。

【
対

象
】

中
⼩

学
校

に
通

う
美

江
寺

の
児

童
【

期
間

】
令

和
2年

6月
29

⽇
〜
8月

7⽇
の

月
・

⽔
・

⾦
【

時
間

】
16

︓
00

〜
18

︓
00

【
場

所
】

美
江

寺
公

⺠
館

子
ど

も
た

ち
の

様
子

毎
回

２
３

人
〜

３
０

人
程

度
の

子
ど

も
た

ち
の

積
極

的
な

参
加

-9-



2

子
ど

も
た

ち
の

様
子

一
人

で
も

く
も

く
と

勉
強

す
る

子
ラ

イ
バ

ル
心

を
持

っ
て

友
達

と
勉

強
す

る
子

い
ろ

ん
な

子
ど

も
た

ち
の

様
子

が
⾒

ら
れ

ま
す

様
々

な
協

⼒
者

美
江

寺
⾃

治
会

「
み

え
じ

っ
子

応
援

塾
」

代
表

⼾
⽥

一
⽂

（
学

習
塾

経
営

）
⺠

生
児

童
委

員
美

江
寺

こ
ど

も
会

中
⼩

学
校

の
先

生
・

Ｐ
Ｔ

Ａ
高

校
生

・
大

学
生

ち
ょ

っ
と

つ
な

が
り

た
い

の
み

な
さ

ん
そ

の
他

地
域

の
多

く
の

み
な

さ
ん

事
業

の
広

が
り

①
●
⼦
ど
も
た
ち
か
ら
事
業
延
⻑
の
希
望

【
追

加
開

催
】

８
月
13

⽇
・
14

⽇
・
17

⽇
・
18

⽇
9︓

00
〜
12

︓
00

●
参
加
者
の
拡
大

中
⼩

学
校

の
児

童
●
⼦
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

コ
ロ

ナ
禍

の
短

い
夏

休
み

に
、

感
染

防
⽌

対
策

を
⾏

っ
た

上
、

公
⺠

館
を

居
場

所
と

し
て

開
放

。
１

７
⽇

に
は

こ
だ

ま
ち

な
つ

さ
ん

の
「

音
楽

の
ま

な
び

コ
ン

サ
ー

ト
」

も
開

催
。

事
業

の
広

が
り

②
●
⼦
ど
も
た
ち
か
ら
事
業
延
⻑
の
希
望

【
追

加
開

催
】

１
０

月
毎

週
⼟

曜
⽇

8︓
50

〜
11

︓
50

●
参
加
者
の
拡
大

中
⼩

校
区

の
⼩

学
生

・
中

学
生

●
活
動
内
容
の
広
が
り

【
開

催
目

的
】

⾃
ら

考
え

る
、

友
達

を
思

い
や

る
⾏

動
を

⾝
に

つ
け

る
。

【
塾

の
内

容
】

⾃
主

勉
強

9:
00

〜
11

:0
0・

⾃
由

活
動

11
:0
0〜

12
:0
0
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3

事
業

の
広

が
り

③
●
⼦
ど
も
た
ち
か
ら
事
業
延
⻑
の
希
望

【
追

加
開

催
】

11
月

〜
12

月
19

⽇
毎

週
⼟

曜
⽇

8︓
50

〜
11

︓
50

●
参
加
者
の
拡
大

→
地
域
の
世
代
を
越
え
た
居
場
所
へ

中
⼩

校
区

の
⼩

学
生

・
中

学
生

・
美

江
寺

の
皆

様
●
活
動
内
容
の
広
が
り

【
開

催
目

的
】

⾃
分

で
考

え
⾏

動
す

る
⼒

と
友

を
大

切
に

す
る

心
を

持
つ

。
様

々
な

世
代

が
子

ど
も

た
ち

と
一

緒
に

学
び

、
遊

ぶ
。

【
塾

の
内

容
】

⾃
主

勉
強

9:
00

〜
11

:0
0・

⾃
由

活
動

11
:0
0〜

12
:0
0

子
ど

も
た

ち
は

、
地

域
の

み
な

さ
ん

と
一

緒
に

一
生

懸
命

勉
強

し
、

楽
し

く
遊

ん
で

い
ま

す
︕

地
域

の
み

な
さ

ん
も

子
ど

も
と

一
緒

の
時

間
を

と
て

も
楽

し
ん

で
い

ま
す

子
ど

も
の

居
場

所
が

地
域

の
中

に
あ

る
こ

と

子
ど

も
が

地
域

を
つ

な
げ

る
地

域
が

子
ど

も
を

育
て

る

-11-



4

子
ど

も
の

居
場

所
が

地
域

の
中

に
あ

る
こ

と

地
域

の
大

人
も

集
う

世
代

を
越

え
た

地
域

の
居

場
所

が
で

き
る

み
え
じ
っ
⼦
応
援
塾

は

地
域

の
み

ん
な

が
楽

し
く

元
気

に
過

ご
せ

る

「
世
代
を
越
え
た
居
場
所
」

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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 令和２年度 ⾃治会連合会 事業報告会 

NO. 3

【活動主体】

【テーマ】

新型コロナウィルスの影響などで学習ペースが乱れがちな子どもたちに、一緒
に勉強する場を提供する。

 新型コロナウィルスの影響で、２ヶ月の休校、夏休みの短縮など、子どもた
ちの⽇常は例年と変わってしまった。そんな折、美江寺⾃治会さんの取り組み
を知り、学習ペースが乱れがちな子どもたちを森⾃治会としても⽀援できない
かと考えた。そして、8・9月の毎週⼟曜に、公⺠館を宿題や⾃主学習の場とし
て提供することにした。２ヶ月の予定だったが、好評だったので、その後も月
２回のペースで活動を継続している。

・新型コロナウィルス対策を講じつつ、地域の公⺠館を子どもたちの宿題や⾃
主学習の場として活用する。
・遊びの時間も設けて、異年齢の子どもたちが楽しく過ごせる場とする。

1 子どもたちが、⼟曜の午前を学習中心に有意義に過ごせている。
2 子どもたちが、休憩時などの遊びを通して、友達と楽しい時間を過ごせている。

●内 容

●活動のポイント・工夫等

【成 果】

【活動の主旨】

 中心的運営メンバーに負担がかかりがちなので、ボランティアメンバーを増や
し、負担軽減を図りたい。また、定期的に遊びのイベント時間を設けて、子どもた
ちが学習とともに楽しい時間を過ごせるようにしていきたい。

  子ども・もりもり学習サロン －学習を⽀援する⾃治会活動－

森⾃治会

令和２年８月〜
●期 間

●目 的

【課題と今後の展望】
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1

子
ど

も
・

も
り

も
り

学
習

サ
ロ

ン
～

地
域

が
子

ど
も

た
ち

を
育

て
る

～

森
自

治
会

自
治

会
長

大
平

高
司

子
ど

も
・

も
り

も
り

学
習

サ
ロ

ン
代

表
溝

部
美

幸

１
．

目
的

２
．

概
要

３
．

具
体

的
内

容
４

．
成

果
と

今
後

の
方

針
５

．
課

題
６

．
ま

と
め

次
第

１
．

目
的

こ
の

目
的

の
実

現
を

目
指

し
、

公
民

館
を

利
用

し
て

、
地

域
が

子
ど

も
を

育
て

る
『

子
ど

も
・

も
り

も
り

学
習

サ
ロ

ン
』

を
開

校
し

、
休

日
の

勉
強

の
場

の
提

供
と

、
質

問
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

行
う

。

●
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
な

ど
で

学
習

の
ペ

ー
ス

が
乱

れ
が

ち
な

子
ど

も
た

ち
に

､一
緒

に
勉

強
す

る
場

を
作

る
。

２
．

概
要

＜
期

間
＞

８
/８

（
土

）
～

９
/2

6
（

土
）

毎
週

土
曜

８
:3

0
～

1
0

:3
0

（
当

初
）

＜
場

所
＞

森
公

民
館

＜
対

象
＞

西
小

学
校

に
通

う
森

区
の

児
童

＜
主

催
＞

森
自

治
会

（
共

催
：

西
小

学
校

運
営

協
議

会
、

森
区

子
ど

も
会

）
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2

（
１

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
＜

代
表

・
事

務
局

＞
溝

部
美

幸
（

森
自

治
会

評
議

員
、

西
小

学
校

運
営

協
議

会
委

員
）

＜
講

師
＞

※
当

初
2

ヶ
月

大
平

高
司

（
森

自
治

会
長

）
・

小
森

保
直

（
西

小
運

営
協

議
会

長
）

地
元

の
大

学
生

（
教

育
学

部
関

係
）

2
人

＜
運

営
＞

子
ど

も
会

４
名

、
地

域
の

方
2

名
ほ

ど
が

交
代

で
。

３
具
体
的
内
容

・
平

均
１

５
名

（
森

区
の

西
小

全
児

童
３

７
名

の
約

４
０

％
）

合
計

人
数

6
年

生
5
年

生
4
年

生
3
年

生
2
年

生
1
年

生

第
1
回

1
6
人

5
人

2
人

2
人

6
人

1
人

-

第
2
回

1
4
人

4
人

2
人

3
人

4
人

1
人

-

第
3
回

1
2
人

5
人

-
2
人

4
人

1
人

-

第
4
回

1
3
人

4
人

1
人

3
人

4
人

1
人

-

第
5
回

1
7
人

5
人

2
人

3
人

6
人

1
人

-

第
6
回

1
5
人

5
人

1
人

2
人

5
人

2
人

-

第
7
回

1
6
人

4
人

2
人

3
人

6
人

1
人

-

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

対
策

と
し

て
、

５
、

６
年

生
を

公
民

館
１

階
、

２
～

４
年

生
を

公
民

館
２

階
に

会
場

を
分

け
ま

し
た

。

（
２

）
学

習
サ

ロ
ン

の
参

加
人

数

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
策

で
長

机
１

脚
に

1
人

・
5

0
分

学
習

＋
1

5
分

休
憩

＋
5

0
分

学
習

（
２

限
目

は
学

習
後

の
退

席
可

）

・
子

ど
も

た
ち

は
、

漢
字

や
計

算
の

宿
題

、
自

主
学

習
を

実
施

。

（
３
）
学
習
の
状
況
（
そ
の
1
）

・
自

発
的

質
問

は
少

な
い

の
で

、
講

師
は

学
習

状
況

を
見

て
助

言
し

た
り

、
ド

リ
ル

終
了

後
に

計
算

や
漢

字
の

誤
り

を
点

検
し

た
り

し
て

い
ま

す
。

（
４
）
学
習
の
状
況
（
そ
の
2
）
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（
５

）
休

み
時

間
、

サ
ロ

ン
終

了
後

の
状

況

ア
講

師
が

休
み

時
間

・
終

了
後

な
ど

に
、

●
紙

飛
行

機
づ

く
り

●
漢

字
な

ど
の

ク
イ

ズ
●

こ
と

ば
遊

び
な

ど
を

し
て

遊
び

の
要

素
も

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。
イ

子
ど

も
た

ち
同

士
の

遊
び

、
白

板
等

の
落

書
き

も
大

変
楽

し
い

よ
う

で
す

。

（
６

）
テ

キ
ス

ト
・

設
備

な
ど

●
算

数
教

科
書

の
用

意
（

西
小

か
ら

借
用

）
●

漢
字

ド
リ

ル
・

計
算

ド
リ

ル
の

用
意

（
希

望
の

問
題

を
プ

リ
ン

ト
）

●
漢

字
検

定
・

算
数

検
定

の
テ

キ
ス

ト
用

意
●

カ
ラ

ー
プ

リ
ン

タ
ー

の
購

入
（

ド
リ

ル
印

刷
用

に
自

治
会

で
購

入
。

自
治

会
の

資
料

印
刷

に
も

活
用

)

（
７

）
会

場
準

備
・

後
片

付
け

の
様

子

会
場

準
備

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
策

と
し

て
机

・
い

す
等

を
消

毒
。

窓
を

開
け

換
気

に
留

意
）

後
片

付
け

（
消

毒
・

掃
除

機
か

け
）

（
８

）
コ

ロ
ナ

対
策

に
留

意
し

た
受

付
保

護
者

児
童

出
席

体
温

体
調

６
年

４
年

２
年

６
年

３
年

６
年

６
年

３
年

名
前

学
年

第
　
　
回

記
録
表
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（
９

）
小

学
校

と
の

連
携

ア
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

な
ど

、
西

小
校

長
辻

先
生

に
も

相
談

し
つ

つ
実

施
。

イ
辻

校
長

先
生

と
、

森
担

当
の

廣
瀬

先
生

も
見

学
に

。

４
．

成
果

と
今

後
の

方
針

①
二

ヶ
月

終
了

後
の

数
値

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
・学
習
サ
ロ
ン
は
、今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
か
。

〔
児
童
〕
毎
週
や
っ
て
ほ
し
い
…
…
4
2
％

2
週
間
に
1
回
ぐ
ら
い
や
っ
て
ほ
し
い
…
…
5
8
％

〔
保
護
者
〕
毎
週
や
っ
て
ほ
し
い
…
…
3
6
％

2
週
間
に
1
回
ぐ
ら
い
や
っ
て
ほ
し
い
…
…
5
5
％

月
に
1
回
…
…
9
％

●
近

い
場

所
で

安
心

で
き

る
人

、
友

達
と

勉
強

を
で

き
る

場
を

作
っ

て
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
●

勉
強

嫌
い

な
子

が
学

習
サ

ロ
ン

に
は

す
ん

な
り

行
っ

て
く

れ
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
場

を
作

っ
て

い
た

だ
き

、
感

謝
し

ま
す

。
●

家
に

い
る

よ
り

も
、

学
習

サ
ロ

ン
で

有
意

義
に

過
ご

せ
て

い
る

の
で

あ
り

が
た

い
で

す
。

●
授

業
後

の
遊

び
も

楽
し

い
よ

う
で

す
。

今
後

も
継

続
し

て
ほ

し
い

で
す

。

②
二

ヶ
月

終
了

後
の

記
述

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
(保

護
者

)
③

成
果

1
子
ど
も
た
ち
が
、土
曜
の
午
前
を
学
習
中
心
に
有
意
義

に
過
ご
せ
て
い
る
。

2
子
ど
も
た
ち
が
、休
憩
時
間
な
ど
の
遊
び
を
通
し
て
、

友
達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
て
い
る
。
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ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
参

加
者

全
員

か
ら

継
続

の
希

望
が

あ
り

ま
し

た
。

森
地

区
の

宝
で

あ
る

子
ど

も
た

ち
の

笑
顔

と
育

成
の

た
め

に
、

学
習

サ
ロ

ン
は

、
1

0
月

以
降

も
月

２
回

（
第

１
、

３
土

曜
日

）
で

継
続

中
！

④
今

後
の

方
針

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
の

要
望

が
あ

り
、

以
下

の
計

画
を

立
て

、
一

部
す

で
に

実
施

し
ま

し
た

。
●

ク
イ

ズ
大

会
（

１
０

月
２

４
日

（
土

）
開

催
）

シ
ル

エ
ッ

ト
ク

イ
ズ

、
形

あ
て

ク
イ

ズ
、

な
ぞ

な
ぞ

な
ど

●
漢

字
検

定
模

擬
試

験
（

１
２

月
５

日
（

土
）

予
定

）
●

算
数

検
定

模
擬

試
験

（
１

２
月

１
９

日
（

土
）

予
定

）
●

昔
の

遊
び

大
会

（
２

月
予

定
）

●
Ｄ

Ｖ
Ｄ

鑑
賞

（
４

月
予

定
）

⑤
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

課
題

１
：

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
負

担
軽

減

課
題

２
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

課
題

３
：

西
小

校
区

内
の

他
地

区
へ

の
展

開

５
．

課
題

課
題

１
：

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
負

担
軽

減

事
務

局
・

講
師

等
の

ス
タ

ッ
フ

の
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

、
保

護
者

や
地

域
の

方
に

協
力

の
声

か
け

を
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
（

準
備

・
片

付
け

、
受

付
等

の
手

伝
い

)

→
1

2
月

現
在

、
ス

タ
ッ

フ
の

数
が

増
え

て
い

ま
す

。
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課
題

２
：

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

学
習

サ
ロ

ン
は

『
不

要
・

不
急

な
イ

ベ
ン

ト
等

』
に

は
該

当
し

ま
せ

ん
が

、
子

ど
も

を
送

り
出

す
保

護
者

の
方

は
心

配
さ

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
も

以
下

６
項

目
に

充
分

配
慮

し
て

行
っ

て
い

き
ま

す
。

①
体

温
の

確
認

、
咳

の
有

無
、

体
調

の
確

認
②

換
気

③
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
ス

の
確

保
④

マ
ス

ク
の

着
用

⑤
会

場
の

消
毒

⑥
手

指
消

毒
W

it
h

 コ
ロ

ナ
で

、
で

き
る

活
動

を
行

っ
て

い
く

！

課
題

３
：

西
小

校
区

内
の

他
地

区
へ

の
展

開

森
地

区
で

、
西

小
校

区
モ

デ
ル

地
区

と
し

て
宿

題
な

ど
の

お
手

伝
い

を
す

る
サ

ロ
ン

を
始

め
ま

し
た

が
、

他
地

区
へ

の
展

開
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

今
後

、
校

区
内

の
他

の
自

治
会

な
ど

に
学

習
サ

ロ
ン

に
つ

い
て

Ｐ
Ｒ

し
、

ノ
ウ

ハ
ウ

を
共

有
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

森
自

治
会

で
は

、
子

ど
も

・
も

り
も

り
学

習
サ

ロ
ン

で
築

い
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
絆

を
、

地
域

の
他

の
活

動
の

充
実

に
も

つ
な

げ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

①
地

域
の

子
ど

も
た

ち
の

育
成

（
通

学
路

で
の

見
守

り
、

挨
拶

運
動

等
）

②
自

治
会

活
動

の
活

性
化

（
サ

マ
ー

フ
ェ

ス
タ

、
春

祭
り

等
）

③
災

害
に

備
え

る
地

域
力

の
強

化
（

防
災

活
動

へ
の

参
加

）

６
．

ま
と

め

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
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